
 

 

 

 

 

 

 

 

体育大会 〜２度の演技を通して〜 
校長 吉岡 学 

 いつも香っていた昇降口の金木犀の香りが今年の秋にはありませんでした。少し物足りない学校の秋を過ごし

ています。ただ、乙訓高校側の道路には、金木犀が咲き誇り、歩道にはその香りが漂っていました。 
 10 月 19 日（土）の体育大会には、たくさんの保護

者や地域の方に来校いただき、ありがとうございまし

た。遠くから、近くから見守っていただくことの意義

を感じたところです。グランドいっぱいの参観の方々

の応援に応えようと、子どもたちの意気込みはマック

スに達していたと感じました。 
 ただ、天候が不順で、対応プログラムでスタートせ

ざるを得ませんでした。どの学年も一番エネルギーと

時間を費やしている＜学年演技>を前半に持ってく

るプログラムです。２年生の『どんどんどどんこ』から始まった演技も順調に進んでいき、５年生の『ソーラン

節』まで辿り着きました。「辿り着いた」という言い方も変ですが、この日は 10 時半ごろから雨雲がかかってく

るレーダー予報が出ていました。スマホの天気予報を片手に、空模様と対話しながらの本部席での運営でした。

そして、いよいよ６年生の演技『ライラック〜友情の花を咲かせよう〜』となった時には、雨雲がそこまで近づ

いていました。 
 演技の終盤近くになり雨も降り始めましたが、6 年生の演技は最後ま

で見てもらうことができました。ただ、演技中の雨対応でざわついたこ

とや音源が止まってしまったことなどで、演者と参観者双方の集中が途

切れてしまったことは否めませんでした。 
 そのような不完全燃焼で終わった 6 年生の子どもから、「延期した日

にもう一度学年演技をしたい」と言う声が私に届きました。「同じよう

に演じるのではなく、さらにレベルアップさせるにはどうすればいいの

かをみんなで振り返り、気持ちを一つにして取り組むことを目指すなら

ば」と了解しました。 
 そして当日、残されたプログラムが順調に進み、最後の 6 年生の演技となりました。19 日（土）と 24 日（木）

の両日に参観いただけた方は気づかれたと思うのですが、子どもたちの表情に変化がありました。「真剣さ」「し

まり」「緊張感」「見られている意識」が前回よりも伝わってきたのです。演者は入場から退場まで演技をしなけ

ればなりません。演技の途中で喋ったり、観客席に気が逸れて手を振ったりしては、全体の演技の質を下げてし

まいます。それは観客席のみんなが自分一人を見ているという意識がなくなっている証です。24 日の演技では、

そのような態度がなく、誰もが真剣な演者として最後まで演じ切ることを意識していました。 
 今回はたまたま雨が降り、音源が途切れ、不完全燃焼な演技から派生した 2 度目のトライでしたが、いつもこ

のような展開があるとは限りません。チャンスを最大限プラスに生かすことも大事ですが、1 回目の演技から一

人ひとりが、練習の成果を 100％出すための集中と真剣さを備えておかなければなりませんし、そのための練習

をしておかなければなりません。 
 体育大会の取組は終わりましたが、これから出会うたくさんの活動の中で、今回の体験を生かしていってほし

いと願っています。保護者の皆様には、子どもたちを健康面や精神面においてさまざまなフォローをしていただ

いていたことに感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 給食費 学級費 積み立て 合計（円） 備考
1 5,160 2,000 7,160
2 5,160 1,500 6,660
3 5,160 500 5,660
4 5,160 2,000 7,160
5 5,160 2,000 3,000 10,160
6 5,160 2,500 7,660

☆給食費の返金について・・・⾧期欠席の場合は届出の４日目以降の給食費を返金します。ただし、学
級閉鎖の場合、返金は行えませんのでご了承ください。

◆11月の引き落としは11月11日（月）です。※予備日は11月20日（水）です。

◆集金事務が滞りますので、期日に入金していただきますようお願いします。

のびっこ 各学年と同様


